
         平成２５年度第７回資源化学研究所教授会議事要録 

 

日 時：平成２５年１１月１３日（水）１４：４５～１５：４０ 

 

出席者：穐田所長，福島，小坂田，岩本，田中，西山，中村，藤井，山口，上田，山元，久堀の各教

授 

    小泉，竹内，今村，野村，宍戸，酒井，関，吉沢，長井，若林の各准教授 

    石谷，田巻の各講師 

 

配付資料 

１．平成２５年度第１２回部局長等会議議題（１０月１８日（金）開催） 

   ２．東工大「教育改革」発表会見（メモ） 

   ３．作業環境測定結果通知及び改善対策について（依頼） 

   ４．個人あて寄附金を受けた場合の取扱いについて 

   ５．平成２６年度日本学術振興会（JSPS）「外国人特別研究員（定着促進）」について 

   ６．平成２５年度第１３回部局長等会議議題（１１月１日（金）開催） 

   ７．『省エネ活動推進のための電気料金一部還元（負担）制度』上半期インセンティブ付与に

ついて 

   ８．海外渡航をする学生・教職員のために海外旅行保険のご案内（案） 

   ９．情報セキュリティ監査・危機管理専門委員会からの報告 

  １０．職員宿舎入居における事前確認・承諾書の作成について 

  １１．日常書面監査状況からの注意事項 

  １２．平成２５年度定期監査（会計経理関係）の実施結果（７月～９月）の周知徹底について（依

頼） 

  １３．平成２５年度第２回国立大学協会東京地区支部会議資料（抜粋）［平成 25 年 10 月 24 日開

催］ 

  １４．第１回大学連携スマートキャンパスシンポジウム 

  １５．平成２５年度第７回教育研究評議会議題（１１月１日（金）開催） 

 １６-1．危険物管理規則制定の背景 

 １６-2．国立大学法人東京工業大学危険物管理規則（案） 

 １７-1．東京工業大学イノベーション人材養成機構規則一部改正理由 

 １７-2．イノベーション人材養成機構（ミッション等）（案） 

 １７-3．イノベーション人材養成機構キャリア科目骨子（案） 

 １８-1．教育面における系，コース等についての基本的な考え方（案） 

 １８-2．各部局から９月末に提出のあったカリキュラム案を元に設定した「コースのカリキュラム 

を設計するグループ」について 

  １９．平成２５年度卓越した大学院拠点形成支援補助金の交付決定について（新規事業） 

  ２０．アイスランドウィーク２０１３ 

  ２１．平成２５年度第８回５部局長懇談会議題（１１月１日（金）開催） 

  ２２．すずかけ台環境整備計画（整備費概算）修正 

  ２３．Ｊ２・Ｊ３棟周辺の整備等の経費について 

  ２４．東京工業大学特別研究員称号付与申請書 

  ２５．準客員研究員の受入れについて 

  ２６．平成２５年度非常勤講師（講演講師）候補者名簿 

  ２７．助教の採用について 

 

回収資料 資料２４関係回収資料１ 履歴・業績調書 

     資料２５関係回収資料２ 履歴・業績調書 

     資料２７関係回収資料３ 選考結果報告書及び履歴・業績調書 

     



机上配付資料 東京工業大学常勤教授・准教授・講師名簿（平成２５年１１月１日現在） 

 

参考資料 教員の海外渡航について 

  

○定足数の確認 

 現在員２６名，公務出張等２名，定足数１６名に対し，出席者２４名で教授会成立 

 

○議事要録の確認 

 平成２５年度第６回資源化学研究所教授会議事要録（案）承認 

  

議事要旨 

１．報告事項 

（１）部局長等会議（１０月１８日（金），１１月１日（金）開催）について 

    所長から，議題に基づき，主に以下について，概要説明があった。 

・資料２に基づき，１０月１１日に蔵前会館で，学長，丸山理事及び大谷理事による「教育改

革」記者会見発表を行ったことについて，説明があった。 

・資料３に基づき，総合安全管理センターから，作業慣用測定結果通知及び改善対策について，

依頼があり，測定結果の管理区分が「第２・第３区分」の該当した場合は，改善対策依頼があ

るので協力願いたい旨の説明があった。 

・資料４に基づき，個人あて寄附金を受けた場合の取扱いについて，必ず大学に寄附手続きを

行うよう，注意喚起があった。 

・資料５に基づき，外国人特別研究員（定着促進）の概要や要件等について，説明があった。 

   ・資料７に基づき，「省エネ活動推進のための電気料金一部還元（負担）制度」に基づく上半

期のインセンティブ付与について，説明があった。資源研 R1-B 棟について，電力使用量が増大

し理由を求められているが，そもそもそのインセンティブ決定方法に建物の規模や改装などが

考慮されていないのが要因と思われるため，増大理由の回答時に付帯意見として添えることと

した。 

   ・資料８に基づき，海外渡航をする学生・教職員のための海外旅行保険について，説明があっ

た。 

   ・資料９に基づき，情報セキュリティ監査・危機管理専門委員会からの報告について，特にメ

ールの送信方法について，注意喚起があった。 

   ・資料１０に基づき，職員宿舎の入居トラブルが特に外国人居住者に多く発生していることか

ら，事前確認・承諾書を作成することになった経緯について，説明があった。 

   ・資料１１に基づき，日常書面監査状況からの注意事項について，説明があった。 

   ・資料１２に基づき，平成２５年度定期監査（会計経理関係）の７月～９月の実施結果につい

て，説明があった。 

   ・資料１３に基づき，１０月２４日に開催された平成２５年度第２回国立大学協会東京地区支

部会議について，中央教育審議会大学分科会組織運営部会での国立大学改革などの議題内容に

ついて，説明があった。 

   ・資料１４に基づき，１１月２６日にくらまえホールで開催される大学連携スマートキャンパ

スシンポジウムについて，案内があった。 

             

（２）教育研究評議会（１１月１日（金）開催）について 

    所長から，議題に基づき，主に以下について概要説明があった。 

   ・資料１６に基づき，危険物管理規則を制定することになった背景について，説明があった。 

   ・資料１７に基づき，イノベーション人材養成機構規則の一部改正について，説明があった。 

   ・資料１８に基づき，教育面における系，コース等についての大学の基本的な考え方につい

て，説明があった。 

   ・資料１９に基づき，卓越した大学院拠点形成支援補助金の交付決定について説明があった。 

   ・資料２０に基づき，アイスランドウィーク２０１３の案内があった。 



 

（３）５部局長懇談会（１１月１日（金）開催）について 

    所長から，議題に基づき，主に以下について概要説明があった。 

   ・資料２２及び資料２３に基づき，Ｊ２・Ｊ３棟周辺の整備等の経費とすずかけ台環境整備計

画における，各部局で負担する整備費概算の修正について，説明があった。 

         

（４）「物質・デバイス領域共同研究拠点」関係 

    小坂田教授から，平成２６年度共同研究課題が１２月１６日〆切で公募中であり，ついては 

今年度を上回る応募となるよう，途中経過でアンケートを取って情報を伝えるので，協力願い 

たい旨の説明があった。 

    

（５）アライアンス関係等 

    所長から，次期アライアンス検討ワーキング（仮称）が発足し，資源研から山元教授が選出 

されたことについて，説明があった。 

 

（６）その他 

   特になし 

 

 

２．審議事項 

（１）東京工業大学特別研究員の称号付与について 

   久堀教授から，資料２４及び回収資料１に基づき，受入れ予定者の経歴等について説明があ

り，審議の結果，承認された。 

 

（２）準客員研究員の受入れについて 

   福島教授から，資料２５及び回収資料２に基づき，受入れ予定者の経歴等について説明があ

り，審議の結果，承認された。 

 

（３）無機機能化学部門准教授選考委員会の設置について 

   所長から，関係教員３名による標記部門の准教授選考委員会の設置の願い出があったことの

説明があり，審議の結果，設置を承認し，投票により同委員会委員を次のとおり選出した。 

 （高得票順） 

       穐田 宗隆 教授  （同数） 

       小坂田耕太郎 教授 （同数） 

       山元 公寿 教授  （同数） 

       藤井 正明 教授 

       福島 孝典 教授 

    次点 彌田 智一 教授 

 

（４）非常勤講師候補者（講演講師）について 

   所長から，資料２６に基づき説明があり審議の結果，承認された。 

    

（５）助教の採用について 

   中村教授から，資料２７及び回収資料３に基づき，選考委員会における選考の経緯等につい 

て説明があり，審議の結果，承認された。 

 

３．その他 

（１）資源研忘年会について 

   所長から，１２月１８日１７：３０より，大学会館ラウンジにて，田巻講師の世話人により開 

催される旨の案内があった。 



 

（２）教員の海外渡航について 

   参考資料により，所内の教員の海外渡航状況を確認した。 

                                    

                                    以 上 


